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Headline  News

kasumigaura public relations

市メールマガジンは、市からのお知らせや

イベント、選挙速報など生活に役立つ身

近な情報をメールでお届けしています。二

次元バーコード対応の携

帯電話をお持ちの方は、

㊨登録用QRコードを読

み取り、ご登録ください。

最新情報やイベントなどを

メールマガジンでお届け !!

№ 109

今日からぼくたち、わたしたち1年生！

桜が満開になった 4月 8日、市内 13の小学

校で入学式が行われました。真新しいランド

セルを背負ったピカピカの新１年生が元気に

登校し、小学校生活のスタートを切りました。



△神立駅周辺整備

△筑波山地域ジオパーク推進協議会

「
自
然
と
調
和
し
た

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」

◆�

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
◆

　�

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
促
進
の
た
め
の
固

定
資
産
税
の
特
例
措
置
に
関
す
る
条
例
に

よ
り
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ー
発

電
の
立
地
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
市
民

個
人
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業

を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◆�

神
立
駅
周
辺
整
備
◆

　�

本
市
の
中
心
市
街
地
を
形
成
す
る
Ｊ
Ｒ
神

立
駅
周
辺
地
域
の
土
地
の
有
効
活
用
と
都

市
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
進
め
て
い
る

神
立
駅
周
辺
整
備
事
業
と
神
立
停
車
場
線

整
備
事
業
は
、
引
き
続
き
用
地
取
得
を
推

進
す
る
な
ど
、
土
浦
市
と
連
携
し
な
が
ら

早
期
完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆�

幹
線
道
路
◆

　�

市
道
７
０
３
４
号
線（
水
資
源
道
路
）の
歩

道
整
備
工
事
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と

も
に
、
国
か
ら
認
定
を
受
け
た
地
域
再

生
計
画
に
基
づ
き
、
土
浦
市
に
お
い
て

整
備
す
る
神
立
地
区
か
ら
お
お
つ
野
地

区
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
連
絡
す
る
市
道

１
０
９
・
１
１
０
号
線
や
広
域
的
な
幹
線
で

あ
る
市
道
６
号
線
の
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

◆�

生
活
道
路
◆

　�

地
元
要
望
を
踏
ま
え
て
計
画
的
な
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
道
６
号
バ

イ
パ
ス
の
整
備
促
進
や
霞
ヶ
浦
二
橋
構
想

の
具
体
化
な
ど
、
関
係
市
と
も
連
携
し
な

が
ら
関
係
機
関
に
対
し
早
期
実
現
を
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

◆�

橋
梁
◆

　�

イ
ン
フ
ラ
の
適
正
な
維
持
管
理
は
、
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
、
公
有
財
産
の
適
正

配
置
や
計
画
的
な
維
持
管
理（
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト)

の
視
点
を
加
え

な
が
ら
、
年
次
的
・
計
画
的
な
施
設
修
繕

な
ど
の
具
体
化
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆�

公
共
交
通
対
策
◆

　�

地
域
公
共
交
通
会
議
を
通
じ
、
霞
ヶ
浦
広

域
バ
ス
の
利
用
促
進
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
他
の
路
線
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
な

ど
を
も
含
め
た
地
域
公
共
交
通
連
携
総
合

計
画
の
改
訂
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆�

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
◆

　�

安
全
な
水
を
市
内
全
域
に
常
時
安
定
供
給

で
き
る
よ
う
、
平
成
23
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
霞
ヶ
浦
地
区
と
千
代
田
地
区
の

上
水
道
送
水
管
の
接
続
工
事
の
完
了
を
目

指
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
霞
ヶ

浦
の
水
質
と
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た

め
、
下
水
道
施
設
な
ど
の
適
正
な
維
持
管

理
に
引
き
続
き
努
め
る
と
と
も
に
、
下
水

道
等
整
備
計
画
区
域
以
外
に
つ
い
て
は
、

茨
城
県
森
林
湖
沼
環
境
税
活
用
事
業
に
よ

り
、
高
度
処
理
型
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

◆�

景
観
の
保
全
と
維
持
◆

　�

市
街
地
や
集
落
の
景
観
の
保
全
や
防
犯
な

ど
の
観
点
か
ら
、
環
境
美
化
条
例
や
空
き

家
条
例
に
基
づ
き
、
空
き
地
や
空
き
家
の

適
正
な
管
理
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

◆�

防
災
対
策
◆

　�

新
た
に
防
災
士
の
育
成
な
ど
地
域
防
災
の

強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
引
き
続
き

総
合
的
な
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、

市
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
の
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
千
代
田
地
区
の
防

災
行
政
無
線
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
元

住
民
の
御
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今

年
度
中
の
完
了
を
目
指
し
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

◆�

消
防
行
政
◆

　�

茨
城
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
お
よ
び
高

機
能
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
健
や
か
・
安
心
・
思
い
や
り
の

ま
ち
づ
く
り
」

◆�

保
健
の
充
実
◆

　�

任
意
予
防
接
種
と
し
て
、
乳
児
の
ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
新
た
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
23
価
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
も
、
定
期
接
種
と

な
っ
た
場
合
に
、
速
や
か
な
対
応
を
と
れ

る
よ
う
、
国
の
動
向
を
注
視
す
る
な
ど
、

予
防
接
種
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
18
歳
以
下
の
市
民
や
妊
婦
を
対
象

と
し
た
放
射
線
の
内
部
被
爆
に
対
す
る
検

査
お
よ
び
大
人
の
風
疹
予
防
接
種
に
対
す

る
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◆�

国
民
健
康
保
険
◆

　�

医
療
給
付
費
が
継
続
的
に
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
現
在
、
実
施
し
て
い
る
被
保
険
者
医

療
費
通
知
の
ほ
か
、
新
た
に
後
発
医
薬
品

を
使
用
し
た
場
合
に
差
額
が
発
生
す
る
該

当
者
に
、
年
２
回
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
差
額

通
知
書
を
送
付
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
の
促
進
に
引
き
続
き
努
め
て
い

き
ま
す
。

◆�

高
齢
者
福
祉
◆

　�

組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
、
長
寿
福
祉

課
と
健
康
増
進
課
を
統
合
し
、
新
た
に「
健

康
長
寿
課
」を
設
置
し
、
健
康
長
寿
課
内
に

属
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
保
健

セ
ン
タ
ー
を
同
一
施
設
に
配
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
医
療
と
介
護
の
連
携
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

◆�

子
育
て
支
援
◆

　�

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
継
続
し
た

支
援
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
不

妊
治
療
費
の
助
成
や
中
学
３
年
生
ま
で
の

医
療
費
負
担
の
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

すべての世代に活力があふれ、

住みたい、住んでみたい、

住み続けたい市へ
全文は、市ホームページに掲載されています。

問政策秘書課（千代田庁舎）

△消火訓練(子育てサロン )

△ブックスタート（４カ月児健診）

△霞ヶ浦広域バス

施政方針
かすみがうら市は誕生から10年目を迎えます。

本市が総合計画で示す将来像「きらきら　いきいき　

ふれあい育む豊かなめぐみ野」その実現に向け、平成

26年度のまちづくりへの取り組みを紹介します（抜粋）

かすみがうら 2かすみがうら3



4かすみがうら5 かすみがうらかすみがうら

△就職面接会

「
豊
か
な
学
び
と
創
造
の

ま
ち
づ
く
り
」

◆�

中
学
校
統
合
◆

　�

霞
ヶ
浦
中
学
校
開
校
に
あ
た
り
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
開
始
と
な

り
ま
す
が
、
併
せ
て
通
学
路
や
防

犯
灯
の
整
備
を
行
い
、
生
徒
が
安

全
に
通
学
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
下
稲
吉
地
区
の

小
中
学
校
に
つ
い
て
も
、
校
舎
建

築
や
耐
震
化
工
事
を
計
画
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

◆�

図
書
館
◆

　�

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
資
料
の

充
実
、
情
報
提
供
に
努
め
な
が
ら
、

今
年
度
か
ら
開
館
時
間
の
延
長
や

新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
こ
れ

ま
で
よ
り
一
層
、
市
民
の
み
な
さ

ま
が
有
効
利
用
で
き
る
施
設
に
し

て
い
き
ま
す
。

◆�

文
化
財
◆

　�

帆
引
き
船
の
独
創
的
な
漁
法
を

保
存
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
市

の
無
形
文
化
財
の
指
定
を
目
指
し

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、
保
存
に
向
け
た
市
民
活
動
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。
当
時
の
伝

統
漁
法
を
本
市
の
重
要
な
文
化
遺

産
と
し
て
広
く
後
世
に
伝
え
、
文

化
の
継
承
お
よ
び
地
域
の
魅
力
向

上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

「
活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る

ま
ち
づ
く
り
」

◆�

観
光
事
業
◆

　�

積
極
的
に
本
市
の
観
光
・
物
産
の

情
報
発
信
を
強
化
す
る
た
め
、
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
霞
ヶ
浦

の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
に
あ
る

「
歩
崎
」を
舞
台
に
開
催
し
て
い
る

自
転
車
耐
久
レ
ー
ス「
か
す
み
が

う
ら
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
」は
、
こ
れ
ま

で
の
２
回
の
開
催
実
績
を
踏
ま
え

て
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト

に
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
帆
引
き
船
の
新
造
船
や

交
流
拠
点
施
設
の
建
設
な
ど
歩
崎

公
園
内
の
整
備
を
進
め
、
観
光
交

流
拠
点
の
充
実
・
強
化
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

◆�

農
業
の
振
興
◆

　�

農
業
経
営
を
開
始
す
る
新
規
就
農

者
へ
の
支
援
策
で
あ
る
青
年
就
農

給
付
金
事
業
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
遊
休
農
地
対
策
事
業
を
引
き

続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

水
田
利
活
用
推
進
事
業
の
推
進
や

農
地
、
農
業
用
水
な
ど
の
資
源
の

保
全
管
理
と
農
村
環
境
の
保
全
向

上
の
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
を

行
う
な
ど
、
農
業
経
営
の
安
定
化

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆�

有
害
鳥
獣
対
策
◆

　�

イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
状
況
が
年
々
増
加
し
て
お
り

ま
す
が
、
捕
獲
わ
な
の
整
備
を
こ

れ
ま
で
よ
り
も
増
や
し
、
イ
ノ
シ

シ
捕
獲
報
奨
金
や
捕
獲
柵
の
設

置
、
わ
な
免
許
取
得
へ
の
補
助
金

交
付
な
ど
に
よ
り
、
農
作
物
へ
の

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆�

水
産
業
の
振
興
◆

　�

霞
ヶ
浦
漁
業
協
同
組
合
や
霞
ヶ
浦

北
浦
水
産
加
工
業
協
同
組
合
な
ど

を
通
じ
て
、
引
き
続
き
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

◆�

就
職
面
接
会
◆

　�

市
内
産
業
の
活
性
化
と
新
卒
者
の

雇
用
を
確
保
す
る
た
め
、
就
職
面

接
会
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

◆�

消
費
者
行
政
◆

　�

国
・
県
・
関
係
機
関
と
協
力
し
て

相
談
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、

市
民
の
安
心
・
安
全
な
消
費
生
活

を
実
現
す
る
た
め
、
今
後
も
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆�

ジ
オ
パ
ー
ク
◆

　�

つ
く
ば
市
や
土
浦
市
な
ど
と
と
も

に
推
進
し
て
い
る
筑
波
山
周
辺
地

域
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て
は
、

観
光
振
興
や
環
境
教
育
、
郷
土
教

育
の
観
点
か
ら
、
市
民
活
動
団
体

な
ど
と
も
連
携
し
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
み
ん
な
で
つ
く
る
連
携
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

◆�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
◆

　�

行
政
区
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
た

め
の
地
域
集
会
施
設
整
備
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

◆�

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
◆

　�

市
民
自
ら
が
自
立
し
た
活
動
を
展

開
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
こ
れ
か

ら
し
よ
う
と
し
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
団
体
の
拠
点
整
備
や
活
動
な
ど

に
対
し
、
一
般
財
団
法
人
民
間
都

市
開
発
推
進
機
構
か
ら
の
拠
出
金

と
既
存
の
か
す
み
が
う
ら
市
地
域

づ
く
り
基
金
の
一
部
を
活
用
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
助
成
事

業
」に
よ
り
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

◆�

市
誕
生
10
周
年
◆

　�

市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
に
、
郷
土

に
対
す
る
誇
り
の
気
持
ち
と
愛
着

心
を
育
ま
せ
る
き
っ
か
け
と
す
る

た
め
、
本
市
出
身
の
歴
史
上
の
人

物
を
テ
ー
マ
に
し
た
マ
ン
ガ「（
仮

称
）か
す
み
が
う
ら
市
の
偉
人
た

ち
」の
作
成
と
、
市
内
全
中
学
生
を

対
象
に
し
た
復
興
支
援
映
画「
天

心
」の
上
映
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

経
済
的
交
流
、
人
的
交
流
の
観
点

か
ら
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

ヴ
ィ
ン
市
と
、
子
供
た
ち
へ
の
自

然
教
育
、
平
和
教
育
の
観
点
か
ら

沖
縄
県
座
間
味
村
と
友
好
都
市
協

定
を
締
結
す
る
よ
う
進
め
て
い
き

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
そ
の
実
践
事

業「
沖
縄
子
ど
も
自
然
探
検
隊
」を

実
施
し
ま
す
。

◆�

男
女
共
同
参
画
社
会
◆

　�

男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、

男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と

し
て
、
性
別
に
関
係
な
く
、
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
男
女

共
同
参
画
講
演
会
な
ど
を
開
催

し
、
意
識
の
啓
発
や
理
解
の
促
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆�

広
報
・
広
聴
活
動
◆

　�

多
く
の
市
民
が
、
い
つ
で
も
市
の

行
政
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆�

行
財
政
運
営
◆

　�

総
合
計
画
の
進
行
管
理
や
事
務

事
業
評
価
な
ど
の
行
政
評
価
を
通

じ
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
費
用
対

効
果
の
視
点
を
持
ち
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

◆�

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
運
用
◆

　�

コ
ス
ト
削
減
や
災
害
な
ど
の
リ
ス

ク
軽
減
の
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
化
に

よ
り
県
内
４
自
治
体
で
共
同
調
達

し
た
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
運
用

を
10
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。
新

た
な
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
で
の
業

務
効
率
化
お
よ
び
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

△帆引き船継承部

△かすみがうら祭

△農業振興

本市の将来都市像

きらきら いきいき

ふれあい育む 豊かなめぐみ野

△かすみがうらエンデューロ

△小中学校施設整備

施政方針
厳しい財政運営のもと、更なる行財政改革を推し進め、

都市計画税の導入検討など、将来にわたって持続可能

な行財政基盤の構築に努めて、市民サービスに支障が

生じないよう組織機構のスリム化を進めていきます。

△男女共同参画講演会
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平成 26年度の市の予算が決まりました。

予算額は、一般会計163億 3,748 万 4千円、特別会計

103億 3,362 万円。この財政がまちづくりにどのよう

にいかされるのかお知らせします。

歳入

歳出

▶�市税は、市民税の増収や、企業の設備投資などによる固定資産税の増収を見込み、

1億 6,755万円、3.3％の増。

▶�地方交付税は、学校スクールバス運行による基準財政需要額の増加などにより、対

前年度比 6,000万円、1.7％の増。

▶�国庫支出金は、臨時福祉給付金や子育て世帯臨時特例給付金などが増加し、対前年

度比 4 億 3,846万 7千円、25.4％の増。

▶�地方債は、石岡地方斎場移転整備事業完了および地域振興基金積立分の合併特例債

の減少などにより、4億 2,400万円、17.1％の減。

▶�基金からの繰入金は、観光帆引き船の購入、市誕生 10 周年記念事業などに充てる

ものとし、2億 7,021万 1千円、90.8％の増。

▶�総務費は、市長選挙や市議会議員一般選挙の執行が増と

なるものの、合併特例債を活用した地域振興基金への積

立金の減少などにより、2億 2,555万 1千円、9.8％の減。

▶�民生費は、臨時福祉給付金や子育て世帯臨時特例給付

金の給付、私立保育園に係る事業費の増加などにより、

6億 1,150万 6千円、11.6％の増。

▶�衛生費は、石岡地方斎場の工事費負担金の減少などに

より、2億 3,294 万 5千円、19.1%の減。

▶�商工費は、観光帆引き船購入や、歩崎公園交流施設整

備工事などにより、1億 7,650万 6千円、80.3%の増。

▶�土木費は、神立停車場線に係る街路整備事業や道整備

交付金事業などにより、2億 9,236万円、17.7％の増。

16,337,484,000数字で見る

平成 26年度予算

市税

32.5％ （3.3％）
53 億 1,546万 2千円

繰入金

3.5％ （90.8％）
5億 6,778 万 1千円

繰越金

0.9％ （0％）
1億 5千万円

地方交付税

21.7％ （1.7％）
35 億 5千万円 その他自主財源

3.5％ （23.7％）
5億 6,626万 2千円

歳入
163億
3,748 万
4千円

自

源
財

主

依

源
財

存国庫支出金

13.3％（25.4％）
21億 6,460 万 5千円

地方債

12.6％ （△ 17.1％）
20 億 6,140 万円

県支出金

6.5％ （15.0％）
10 億 6,337万 4千円

その他依存財源

5.5％ （3.2％）
8 億 9,860 万円

自主財源 ▶▶▶ 市が自主的に収入できる財源

依存財源 ▶▶▶
国や県から交付されたり、割り当てら
れたりする財源

問政策秘書課（千代田庁舎）

費歳出
163億
3,748 万
4千円

義

経
的

務

投資的
経費

そ

経
他
の

費

人件費

19.6％ （△ 4.2％）
31億 9,582 万 7千円

公債費

10.9％ （1.8％）
17 億 8,724 万円

扶助費

15.3％ （1.0％）
24 億 9,084 万 3千円

普通建設事業費

12.2％ （40.1％）
19 億 9,799万 2千円

その他費

42.0％ （4.7％）
68 億 6,558 万 2千円

費

《主な内訳》
物件費
　25億 7,090万 8千円

繰越金
　22億 5,046万 3千円

補助費等

　15億 3,496万 9千円

義務的経費 ▶▶▶
その支出が義務づけられ、任意に節約ができ
ない経費（公債費、人件費、扶助費）

投資的経費 ▶▶▶
道路や施設などの整備に使う経費（普通建設
事業費、災害復旧費）

その他経費 ▶▶▶
上記以外の経費（物件費、補助費等、積立金
など）

0

20

40

60

80

100

民生費

35.9％ （11.6％）
58 億 6,058 万 7千円

総務費

12.7％ （△ 9.8％）
20 億 6,917万 5千円

土木費

11.9％ （17.7％）
19 億 3,959万 9千円

公債費

10.9％ （1.8％）
17 億 8,810 万 5千円

教育費

9.0％ （18.3％）
14 億 6,622 万 8千円

消防費

6.6％ （△ 11.8％）
10 億 8,407万 2千円

衛生費

6.0％ （△ 19.1％）
9億 8,833 万 9千円

その他

7.0％ （0.8％）
11億 4,137万 9千円

一般会計

一般会計

性質別歳出目的別歳出
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基本構想における本市の将来都市像である「きらきら

　いきいき　ふれあい育む　豊かなめぐみ野」の実現

に向けて、平成 26年度に実施する事業と事業費をお

知らせします。

main会計ごとの概要

主要事業（抜粋）

◦
一
般
会
計

　
平
成
26
年
度
の
地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
み
つ
つ
、
安

定
的
に
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
社
会
保
障
の
充
実
な
ど
を
含
め
、
平
成

25
年
度
の
水
準
を
上
回
る
額
の
確
保
が
国
か

ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
の
財
政
に
つ
い
て
は
、
市
税
の
伸
び
や

地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
加
を
見
込
む
も
の

の
、
地
方
譲
与
税
や
各
種
交
付
金
が
減
額
と

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
非
常
に
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
社
会
保
障
の
充

実
に
よ
る
市
民
の
福
祉
向
上
と
併
せ
、
地
域

の
振
興
に
向
け
た
社
会
資
本
整
備
の
着
実
な

推
進
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
学
校
施
設
に

係
る
大
規
模
改
造
や
耐
震
化
の
推
進
に
よ
る

児
童
生
徒
の
安
全
安
心
な
学
校
生
活
の
確
保
、

道
路
整
備
、
災
害
対
策
の
充
実
、
神
立
駅
周

辺
整
備
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
推
進
に
よ
る
公
共
施
設
の
効
果
的

な
活
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
職
員
数
の

削
減
な
ど
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
な
ど
に

よ
り
、
一
層
の
歳
入
・
歳
出
の
見
直
し
に
取

り
組
み
、
現
在
進
行
中
の
主
要
事
業
関
連

分
野
へ
の
予
算
の
重
点
配
分
を
基
本
と
し

て
１
６
３
億
３
７
４
８
万
４
千
円
を
予
算
計

上
し
ま
し
た
。
対
前
年
比
７
億
８
７
４
８ 

万
４
千
円
、
５
・
１
％
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◦
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
歳
入
に
お
い
て
は
、
緩
や
か
な
景
気
回
復

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
長
期
化
す
る
経
済

の
低
迷
な
ど
に
よ
り
被
保
険
者
へ
の
負
担
軽

減
に
配
慮
し
、
本
年
度
も
税
率
を
据
え
置
き
、

不
足
す
る
財
源
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

る
こ
と
と
し
総
額
５
億
１
７
５
９
万
７
千
円

の
繰
入
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
歳
出
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
の
進
展
、
高

度
な
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
の
背
景
か
ら
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
や
介
護
納
付
金
の
増
額

を
見
込
み
、
総
額
で
50
億
６
７
６
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
保

健
事
業
の
推
進
お
よ
び
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
推
進
に
取
り
組
み
つ
つ
、
被
保
険
者
へ

の
適
正
な
保
険
給
付
と
保
険
税
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

◦
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
平
成
20 

年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
お
い
て
、
市
が
担
う
こ
と
と
な
る
事

務
な
ど
の
た
め
に
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
第
49
条
の
規
定
に
よ
り
設
け

る
も
の
で
す
。

　
本
年
度
も
、
被
保
険
者
数
の
増
加
と
、
医

療
費
の
公
費
負
担
金
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
総
額
で
６
億
３
７
６
２
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

◦
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
市
の
下
水
道
事
業
で
供
用
開
始
し
て
い
る

の
は
、
霞
ヶ
浦
地
区
の
宍
倉
の
一
部
は
公
共

下
水
道
で
昭
和
58
年
４
月
、
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
で
志
戸
崎
・
田
伏
地
区
が
平
成

元
年
４
月
、
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
で
戸
崎
地
区
が
平
成
12
年
３
月
よ
り

一
部
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
千
代
田
地
区
の
公
共
下
水
道
は
、

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
に
よ
り
、
市
街

化
区
域
か
ら
事
業
着
手
し
、
昭
和
57
年
４
月

よ
り
一
部
供
用
開
始
し
、
そ
の
後
区
域
拡
大

を
図
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
お
よ
び
公
共
下
水
道
の
整
備
に
要
す

る
経
費
な
ら
び
に
整
備
後
の
下
水
道
施
設
の

維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
な
ど
と
し
て
、
総

額
で
10
億
８
５
４
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

◦
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
市
の
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
霞
ヶ
浦
地

区
の
柏
崎
・
上
根
区
域
が
平
成
５
年
６
月
、

大
和
田
区
域
は
平
成
７
年
５
月
、
深
谷
区
域

は
平
成
10
年
３
月
よ
り
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
千
代
田
地
区
で
は
、
土
田
区
域
が

平
成
３
年
４
月
、
志
筑
区
域
が
平
成
６
年
４

月
に
、上
稲
吉
、新
治
区
域
が
平
成
10
年
４
月
、

千
代
田
東
部
区
域
は
平
成
14
年
４
月
に
供
用

開
始
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
農
業
集
落

排
水
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
と
し
て
、
総

額
で
４
億
２
３
４
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

◦
介
護
保
険
特
別
会
計

　
介
護
保
険
は
、高
齢
化
の
進
展
や
介
護
ニ
ー

ズ
の
状
況
か
ら
、
介
護
給
付
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
団
塊
の
世
代
の
高
齢

化
に
よ
り
介
護
需
要
が
さ
ら
に
増
大
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
介
護
予
防

や
サ
ー
ビ
ス
を
包
括
的
か
つ
継
続
的
に
提
供

す
る
体
制
の
確
立
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、「
第
５
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」
の
最
終
実
施
年
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
24
年
度
・
25
年
度
の
実
績
を
踏

ま
え
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
に
必
要
な
経

費
や
介
護
認
定
調
査
費
、
事
務
経
費
な
ど

を
計
上
し
、
加
え
て
、
高
齢
者
が
要
介
護
状

態
と
な
る
こ
と
の
予
防
や
要
介
護
状
態
の
軽

減
・
悪
化
防
止
の
取
り
組
み
、
次
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
費
用
な
ど
、
総
額
で

31
億
１
９
６
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

特別会計 予算額 前年度比

国民健康保険特別会計 50億 6,760万円 0.4％

後期高齢者医療特別会計 6億 3,762万円 1.5％

下水道事業特別会計 10億 8,540万円 △ 3.4％

農業集落排水事業特別会計 4億 2,340万円 7.0％

介護保険特別会計 31億 1,960万円 5.6％

特別会計 予算額 前年度比

水道事業

会計

収益的収入 10億 9,540万 5千円 9.7％

収益的支出 11億 4,317万 9千円 14.6％

資本的収入 3億 6,310万 1千円 18.7％

資本的支出 6億 8,296万 2千円 9.7％

各種検診事業
4,988万 1千円

防災無線整備事業

2億 8,110万 6千円 神立駅周辺整備事業
9,688万 8千円

市民参画事業

691万 8千円

観光ＰＲ推進事業
1,673万 7千円

水産振興事業

2,057万 4千円

南中学校施設統合環境整備事業

2億 2,703万 4千円

問政策秘書課（千代田庁舎）
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▼�

式
場
の
脇
に
葬
儀
参
列
者
控
室
を
設
け
、
火

葬
利
用
者
と
の
区
別
を
し
ま
し
た
。
控
室
を

通
夜
振
る
舞
い
、
忌
中
払
い
の
席
と
し
て
も
利

用
で
き
ま
す
。

▼�

告
別
室
、
収
骨
室
が
２
室
に
な
り
、
同
時
に
２

組
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼�

駐
車
場
が
広
く
な
り
、
複
数
の
火
葬
と
葬
儀

が
重
複
し
て
も
車
利
用
者
に
不
便
を
か
け
る

こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

新
斎
場
の
特
徴

▼�

石
岡
地
方
斎
場
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
付
時
間
▼
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

㊟�

待
合
室
（
１
室
40
人
収
容
・
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
席
）

使
用
も
同
時
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼�

火
葬
当
日
は
、
火
葬
時
間
の
30
分
前
ま
で
に

来
場
し
、
「
死
体
埋
火
葬
許
可
証
」
と
「
斎
場
使

用
許
可
証
」
を
受
付
窓
口
へ
提
出
し
、
使
用
料

を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▼�

待
合
室
は
、
火
葬
時
間
30
分
前
か
ら
使
用
で

き
ま
す
。

待
合
室
・
待
合
ロ
ビ
ー

式
場
控
室

火
葬
場
の
使
用

▼�

禁
煙
で
す
の
で
、
た
ば
こ
を
吸
わ
れ
る
方
は
、

決
め
ら
れ
た
場
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

式
場

よ
く
あ
る
お
た
ず
ね
Ｑ
＆
Ａ

☟
新
・
石
岡
地
方
斎
場
の
火
葬
場
の

利
用
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

�

▼�

斎
場
へ
直
接
電
話
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
く

▼�

石
岡
地
方
斎
場
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
付
時
間
▼
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

▼
１
５
０
人
収
容
（
イ
ス
席
）
。

▼
外
飾
り
は
禁
止
で
す
。

▼�

通
夜
の
場
合
は
、
友
引
の
日
も
利
用
で
き
ま
す
。

▼�

ご
遺
体
に
付
き
添
わ
れ
る
方
（
８
人
以
内
）
以
外

は
、
午
後
９
時
ま
で
に
お
帰
り
く
だ
さ
い
。

▼�

寝
具
の
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼�

式
場
の
隣
部
屋
で
60
人
収
容
（
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
席
）

▼�

湯
茶
な
ど
の
接
待
は
、「
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
」
で
す

（
茶
器
類
は
備
え
付
け
・
茶
葉
は
用
意
し
て
く
だ
さ
い
）
。

新
し
い
斎
場
の
移
転
工
事
が
完
了

4 月 21 日から

石
岡
地
方
斎
場
の
供
用
開
始

旧斎場は、昭和52年

の供用開始から30年

以上が経過し、施設

の老朽化や火葬炉の

回転制限、駐車場不

足、周辺市街化の進

行などさまざまな課題

を抱えてきました。そ

の課題解消や将来の

火葬需要、利用者ニー

ズに応じた安定した運

営などの理由から移転

しました。

問 石岡地方斎場

 ［ 石岡市

染谷１７４９番地 ］ 

か
、
葬
儀
会
社
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
待
合

室
を
利
用
さ
れ
る
場
合
も
同
時
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。
霞
ヶ
浦
地
区
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
通

り
霞
ヶ
浦
聖
苑
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

石
岡
地
方
斎
場
☎
０
２
９
９
（
２
２
）
６
８
２
８

　

霞
ヶ
浦
聖
苑　

☎
０
２
９
９
（
５
５
）
２
７
１
０

☟�

葬
儀
を
行
う
場
合
、

ど
こ
の
式
場
を
利
用
す
れ
ば
よ
い
で
す
か

▼�

新
斎
場
の
式
場
を
含
め
、
市
内
外
の
民
間
斎

場
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
千
代
田
・
霞
ヶ
浦
両

地
区
と
も
同
条
件
）
。
新
・
石
岡
地
方
斎
場
の
式

場
は
１
日
１
件
の
貸
館
事
業
（
場
所
貸
し
）
の
み

で
す
の
で
、
葬
儀
そ
の
も
の
は
、
別
途
葬
儀
会

社
に
依
頼
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

［ 

市
内
の
斎
場
・
葬
儀
会
社
（
50
音
順
） 

］

▼
イ
ズ
ミ
ヤ
稲
吉
斎
場

☎
０
２
９

（
８
３
４
）

７
７
３
３

▼
キ
ャ
ッ
ス
ル
千
代
田

☎
０
２
９

（
８
３
１
）

１
７
７
７

▼
ト
モ
エ
ホ
ー
ル

☎
０
２
９

（
８
３
０
）

３
４
５
６

㊟
ト
モ
エ
中
央
も
同
じ
で
す

▼
Ｊ
Ａ
土
浦
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

か
す
み
が
う
ら
斎
場

☎
０
２
９

（
８
２
８
）

０
９
８
３

火葬炉［ 6基 ］

収骨ホール

待合室［ 4室 ］

収骨室［ 2室 ］

待合ロビー

式場［ 150人収容 ］
式場控室

告別室 告別室

駐車場［ 普通車 278台 ］

↑全室洋室になった待合室。体に負担をか

けることなく収骨までお待ちいただけます。

↑待合ロビーでは、持ち込みによる飲食は

できませんので、ご理解をお願いします。

↑式場は、1日 1件の場所貸しのみです。

葬儀は別途葬儀会社に依頼してください。

区分 種別 使用料

火 葬 場

満 13歳以上 ［ 1 遺体 ］ 5,000円

満 13歳未満 ［ 1 遺体 ］ 3,000円

死産児 ［ 1 遺体 ］ 2,000円

改葬 ［ 1  炉 ］ 5,000円

遺体安置 ［ 1  日 ］ 4,000円

一部身体 ［ 1  炉 ］ 2,000円

待 合 室 4,000円／ 2時間

式 場 100,000円／回

▼�料金は、千代田地区

にお住まいの方の料

金です。

▼ �遺体安置室は、24時

間を1日単位としてい

ます。24時間を越え

るごとに1日分を徴収

します。

▼ �式場は、１日１件の貸

館事業（場所貸し）の

みです。葬儀そのも

のは、別途葬儀会社

に依頼してください。

←東京

コンビニ

石岡海洋センター
←下志筑

東京電力

千代田・石岡IC

案内図 ［ 石岡市染谷1749番地 ］

355

常陸風土記の丘

6

旧
石
岡
有
料
道
路

石岡駅

石
岡
下
館
線

笠間市→

←新斎場

筑
西
市
→

フラワーパーク

恋瀬川

石岡二高

石岡海洋センター
県
道
１
３
８
号
線

聖者控室

火葬場・式場の料金

▼内観イメージ図
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▼�

低
所
得
者
の
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
措
置
を
拡
大
す
る

た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
の
５

割
軽
減
と
２
割
軽
減
の
対
象

と
な
る
世
帯
の
軽
減
判
定
の
所

得
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【 

５
割
軽
減
対
象
者 

】

▼�

24
・
５
万
円
を
乗
ず
る
被
保
険

者
数
・
※

特
定
同
一
世
帯
所
属

者
に
世
帯
主
が
含
ま
れ
ま
す
。

【 

２
割
軽
減
対
象
者 

】

▼�

被
保
険
者
数
・
同
一
世
帯
所
属

者
数
に
乗
ず
る
金
額
を
現
行

の
35
万
円
か
ら
45
万
円
と
な

り
ま
す
。

【 

改
正 

】

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

平
等
割
の
４
つ
の
合
計
額
で

計
算
さ
れ
ま
す
。

【 

後
期
支
援
分 

】

▼
現
行
14
万
円
か
ら

16
万
円
と
し
ま
す
。

【 

介
護
分 

】

▼
現
行
12
万
円
か
ら

14
万
円
と
し
ま
す
。

軽
減
措
置
の
見
直
し

国
民
健
康
保
険
制
度

保
険
税
負
担
の
公
平
の
確
保
や
中
低
所
得
者
層
の
保
険
税
の
軽
減

［ 国民健康保険税の軽減措置 ］

軽減割合 基準となる所得金額

7割 33万円［ 基礎控除額 ］以下

5割
33万円［ 基礎控除額 ］

＋ 24.5万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

2割
33万円［ 基礎控除額 ］

＋ 45万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

�

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者

▼�

同
一
世
帯
で
国
民
健
康
保
険
被

保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
移
行
さ
れ
た
方
。 

所 

得
の
少
な
い
学
生
が
申

請
し
、
承
認
さ
れ
る
こ

と
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
（
先
送
り
）
さ
れ
る
制

度
で
す
。
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
て
い
る
期
間
は
、
病
気

や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

も
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
「
期
間
」
に

算
入
さ
れ
ま
す
。

［ 

申
請
の
流
れ 

］

1�

申
請
書
は
、
国
保
年
金
課
（
千

代
田
庁
舎
）
・
霞
ヶ
浦
窓
口
セ

ン
タ
ー
（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）・
中
央

出
張
所
の
窓
口
や
年
金
事
務

所
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

2�
申
請
に
は
、
平
成
26
年
度
有

効
の
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
や
在

学
証
明
書
（
原
本
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

�

3�

申
請
書
は
、
国
保
年
金
課
（
千

代
田
庁
舎
）
・
霞
ヶ
浦
窓
口
セ

ン
タ
ー
（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）・
中
央

出
張
所
の
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度

安
心
の
た
め
に
、
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

補助対象浄化槽 補助限度額

高
度
処
理
型
浄
化
槽

【 窒素除去型 】

［ BOD ］

▼ 20mg/l以下

［ 総窒素濃度 ］

▼ 20mg/l以下

5人槽
転　換 645,000円

転換外 533,000円

7人槽
転　換 772,000円

転換外 644,000円

10人槽
転　換 959,000円

転換外 787,000円

【 窒素・りん除去型 】

［ BOD ］

▼ 10mg/l以下

［ 総窒素濃度 ］

▼ 10mg/l以下

［ 総りん濃度 ］

▼ 1mg/l以下

5人槽
転換 1,099,000円

転換外 987,000円

7人槽
転　換 1,475,000円

転換外 1,347,000円

10人槽
転　換 2,063,000円

転換外 1,891,000円

既存の浄化槽に

りん除去装置を設置

5人槽 213,000円

7人槽 213,000円

10人槽 240,000円

登
録
を
受
け
て
い
る
浄
化
槽

㊟�

既
存
浄
化
槽
の
入
れ
替
え
や

く
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
浄

化
槽
へ
切
り
替
え
る
方
は
、

㊧
表
の
「
転
換
」
の
補
助
限
度

額
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
建
築
基
準
法
に
基

づ
く
建
築
確
認
申
請
・
建
築

工
事
届
を
要
す
る
増
改
築
を

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
の
助
成

予
防
接
種
を
受
け
て
、
感
染
症
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
等
設
置
事
業
費
補
助

『
快
適
な
生
活
』
を
守
る
た
め
に
、
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と

 

ロ 

タ
ウ
イ
ル
ス
は
、
乳
幼

児
の
急
性
重
症
胃
腸
炎

の
主
な
原
因
ウ
イ
ル
ス
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
す
る
と
、
２
～
４
日
の

潜
伏
期
間
（
感
染
か
ら
発
病
ま
で

の
期
間
）
の
後
、
水
の
よ
う
な
下

痢
や
嘔
吐
が
繰
り
返
し
起
こ
り

ま
す
。
そ
の
後
、
重
い
脱
水
症

状
が
数
日
間
続
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
発
熱
や
腹
部
の

不
快
感
な
ど
も
よ
く
み
ら
れ
ま

す
。
４
月
１
日
以
降
、
市
が
指

定
す
る
医
療
機
関
で
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
受

け
た
お
子
さ
ん
に
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

助
成
額

�

▼�

接
種
日
に
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
生
後
６

週
か
ら
32
週
ま
で
の

お
子
さ
ん

▼�

１
回
あ
た
り
５
千
円
を

２
回
ま
で

㊟�

各
医
療
機
関
が
定
め
る
接
種

料
金
か
ら
助
成
額
５
千
円
（
１

回
あ
た
り
）
を
差
し
引
い
た
金

額
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

㊟�

３
月
31
日
ま
で
の
接
種
は
助

成
対
象
外
で
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問 

霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
９
（
８
９
８
）
２
３
１
２

伴
う
場
合
は
、「
転
換
以
外
」

の
補
助
限
度
額
が
適
用
さ
れ

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【 

ご
注
意
く
だ
さ
い 

】

▼�

申
請
書
類
に
不
足
・
不
備
が

あ
る
場
合
は
、
受
け
付
け
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問 

下
水
道
課
（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

4 月１日から

国民年金ニュース
感染症を予防

高 
度
処
理
型
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
や
既
存
単
独

浄
化
槽
の
入
れ
替
え
・
く
み
取

り
便
槽
か
ら
高
度
処
理
型
浄
化

槽
へ
転
換
設
置
す
る
方
を
対
象

に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
県
補
助
制
度
が
見
直
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
か

ら
補
助
限
度
額
が
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
高
度

処
理
型
浄
化
槽
を
設
置

す
る
際
に
、
既
設
の
単
独

処
理
浄
化
槽
の
撤
去
費

用
と
し
て
、
９
万
円
を
限

度
に
補
助
し
ま
す
。

【 

対
象
区
域 

】

▼�

下
水
道
整
備
済
み
区

域
・
下
水
道
整
備
事

業
認
可
区
域
・
農
業

集
落
排
水
整
備
済
み

区
域
を
除
い
た
市
内

全
域

【 

対
象
浄
化
槽 

】

▼�

処
理
対
象
人
員
10
人

以
下
で
、
国
庫
補
助
指

針
に
適
合
し
、
小
型
合

併
浄
化
槽
機
能
保
証

かすみがうら 12

このページのお問い合わせ先 ▼国保年金課（千代田庁舎）

▼�

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療

分
・
後
期
支
援
分
・
介
護
分

（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
）
の
所

得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・

国 

民
健
康
保
険
の
財
源
は
、

高
齢
化
社
会
の
進
行
や

雇
用
情
勢
の
悪
化
、
医
療
給
付

費
の
伸
び
な
ど
に
よ
り
年
々
運

営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
被

保
険
者
間
の
保
険
税
負
担
の
適

正
化
や
公
正
化
を
図
る
た
め
、

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

同
時
に
軽
減
措
置
に
つ
い
て
も

対
象
を
拡
大
す
る
よ
う
見
直
さ

れ
ま
し
た
。
軽
減
は
、
賦
課
期

日
（
４
月
１
日
現
在
）
の
世
帯
主
と

そ
の
世
帯
員
で
あ
る
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
の
前
年
の
所
得

の
合
計
額
が
判
定
基
準
と
な
り

ま
す
。
改
正
内
容
は
、
平
成
26

年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
の

本
算
定
か
ら
反
映
し
ま
す
。

4�

日
本
年
金
機
構
か
ら
承
認
通

知
書
ま
た
は
却
下
通
知
書
が

届
き
ま
す
。
却
下
通
知
書
が

届
い
た
場
合
は
、
保
険
料
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

5�
承
認
さ
れ
た
場
合
、
承
認
期
間

は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
の
１
年

間
で
毎
年
度
申
請
が
必
要
で

す
（
申
請
期
限
が
あ
り
ま
す
）
。

6�
承
認
期
間
は
、
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
「
受
給
資

格
期
間
」
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
10
年
以

内
に
そ
の
期
間
の
保
険
料
を

納
め
れ
ば
、
年
金
額
に
も
反

映
し
ま
す
。

［ 

ハ
ガ
キ
形
式
に
よ
る
申
請 

］

▼�

前
年
度
に
承
認
を
受
け
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
４
月
上
旬

ご
ろ
に
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請

書
が
送
付
さ
れ
た
方
は
、
必

要
事
項
を
記
入
し
ポ
ス
ト
へ
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

前
年
度
の
申
請
時
期
に
よ
っ

て
は
、
送
付
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

かすみがうら
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土
地
の
要
件　

❶
～
❼
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
土
地
な
ど
（
屋
根
を
含
む
）
❶
設
置
可
能
面

積
が
お
お
む
ね
千
㎡
以
上
の
一
団
の
土
地
❷
現

況
が
未
利
用
地
で
あ
っ
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て

利
用
の
予
定
が
な
い
❸
発
電
し
た
電
気
の
買

取
期
間
で
あ
る
20
年
間
の
貸
し
付
け
が
可
能

❹
大
規
模
な
造
成
工
事
や
建
物
撤
去
工
事
な

ど
の
必
要
が
な
い
❺
周
囲
に
受
光
障
害
物
（
山
・

山
林
・
建
物
な
ど
）
が
な
く
、
日
照
条
件
が
良

好
❻
土
地
利
用
規
制
な
ど
に
よ
り
当
面
の
設

置
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
土
地
で
な
い
❼
送

電
線
な
ど
送
電
設
備
が
周
囲
に
あ
る

事
業
者
の
要
件　

発
電
し
た
電
気
の
買
取
期

間
で
あ
る
20
年
間
以
上
の
事
業
実
施
が
可
能

で
あ
る
こ
と

問
環
境
保
全
課
（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
用
地
・
事
業
者
募
集

無
料
税
務
相
談
会
［ 

要
予
約 

］

不
動
産
公
売

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
開
設

日
時
　
５
月
７
日
水
・
20
日
火
・
27
日
火

午
後
１
時
～

場
所　

関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
局
（
土
浦
市
）

問
関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
局

☎
０
２
９
（
８
２
４
）
５
０
５
５

日
時　

６
月
３
日
火
午
後
０
時
50
分
～

場
所　

水
戸
合
同
庁
舎
（
水
戸
市
）

公
売
不
動
産　

�

［
売
却
区
分
番
号
］
26ｰ

２
［
見

積
価
格
］
23
万
円
［
公
売
保
証

金
］
３
万
円

財
産
の
表
示　

�

［
土
地
］
か
す
み
が
う
ら
市

安
食
字
野
中
２
４
７
２
番

１
１
９
（
宅
地
）［
建
物
］
か

す
み
が
う
ら
市
安
食
字
野
中

２
４
７
２
番
１
１
９
［
家
屋

番
号
］
２
４
７
２
番
１
１
９

（
居
宅
・
軽
量
鉄
骨
造
）

問
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

☎
０
２
９
（
２
２
５
）
１
２
２
１

　

借
金
の
返
済
な
ど
で
お
困
り
の
方
か
ら
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
（
秘
密
厳
守
）
。

日
時　

平
日
月
～
金
午
前
８
時
半
～
午
後
４
時

電
話
番
号　

☎
０
２
９
（
２
２
１
）
３
１
９
０

問
水
戸
財
務
事
務
所

☎
０
２
９
（
２
２
１
）
３
１
９
０
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The baby of the future Important

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
時
間
延
長

　

千
代
田
庁
舎
で
は
、
各
種
証
明
書
の
交
付

や
納
税
相
談
な
ど
の
一
部
事
務
の
窓
口
を
延
長

し
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
木
午
後
７
時
ま
で

延
長
窓
口　

�

税
務
課
・
国
保
年
金
課

納
税
推
進
課

市
民
課
千
代
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

▼空気中の放射線濃度

▼ 4 月 8日火測定

下大津小学校 0.08 上佐谷小学校 0.07

美並小学校 0.09 下稲吉小学校 0.12

牛渡小学校 0.08 下稲吉東小学校 0.12

佐賀小学校 0.09 霞ヶ浦中学校 0.12

安飾小学校 0.11 千代田中学校 0.14

志士庫小学校 0.11 下稲吉中学校 0.12

宍倉小学校 0.08 神立幼稚園 0.11

志筑小学校 0.13 くりのみ自然幼稚園 0.08

新治小学校 0.09 千代田庁舎 0.07

七会小学校 0.08 霞ヶ浦庁舎 0.10

▼ 4 月 9日水測定

わかぐり保育所 0.10 霞ヶ浦保育園 0.09

やまゆり保育所 0.10 プルミっこ保育園 0.06

さくら保育所 0.11 千代田保育園 0.07

第 1保育所 0.11 やまゆり館 0.10

のぞみ保育園 0.10 あじさい館 0.12

美並未来みなみ保育園 0.08

▼ 4 月 11 日金測定

桜塚公園 0.14 第 1常陸野公園 0.06

逆西第1児童公園 0.11 歩崎森林公園 0.12

フルーツ公園通り 0.11 あゆみ庵・民家園 0.09

稲吉ふれあい公園 0.12 歩崎公園 0.09

大塚ファミリー公園 0.12 農村環境改善センター 0.13

第2常陸野公園 0.10 富士見塚古墳公園 0.09

多目的運動広場 0.09 雪入ふれあいの里公園 0.11

戸沢公園運動広場 0.09 三ツ石森林公園 0.09

わかぐり運動広場 0.11

単位 ▼マイクロシーベルト／ h

測定地点 ▼中学校以上1.0m／その他0.5m

㊟測定結果は、HPにも掲載しています。

問 環境保全課・観光商工課

▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎 ☎ 029-897-1111お知らせ - information -

狩
猟
者
免
許
取
得
手
数
料
な
ど
の
助
成

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
あ
る
農
業
者
に
、

わ
な
猟
免
許
申
請
手
数
料
や
予
備
講
習
会
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
（
合
格
者
の
み
）
。

申
込
期
間　

５
月
７
日
水
～
６
月
６
日
金

問
農
林
水
産
課
（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

「
国
保
・
医
療
・
介
護
」
電
話
相
談
室

　

医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
費
用
や

保
険
料
負
担
で
お
困
り
の
方
か
ら
の
相
談
に
、

医
療
・
福
祉
の
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
て
い
ま
す
。

日
時　
５
月
24
日
土
午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
［ 

平
成
26
年
度 

］

　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
が
所
有
す

る
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所　

�

税
務
課
（
千
代
田
庁
舎
）・
霞
ヶ
浦

窓
口
セ
ン
タ
ー
（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

㊟
申
請
方
法
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

５
月
26
日
月

㊟�

軽
自
動
車
税
や
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

る
と
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
交
付
は
対
象
外

問
税
務
課
（
千
代
田
庁
舎
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
住
宅
に
設
置
す

る
方
な
ど
を
対
象
に
、
設
置
費
用
の
一
部
（
上

限
20
万
円
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
補
助
対
象

者
や
申
請
方
法
、
提
出
書
類
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
保
全
課
（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

　

市
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
、
個
人
住

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
（
改
修
・
改
築
）
を
行
う
方
に
、

そ
の
経
費
の
一
部
（
上
限
10
万
円
）
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
申
請
書
類
や
手
続
き
方
法
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
観
光
商
工
課
（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

自
動
車
税
の
納
期
限
［ 

６
月
２
日
月 

］

行
政
相
談
所
の
開
設

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
自
動
車

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
お
近
く
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
金
融
機
関
、
郵
便
局
な

ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
土
浦
県
税
事
務
所

☎
０
２
９
（
８
２
２
）
７
２
０
８

日
時　

５
月
21
日
水
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

千
代
田
庁
舎

相
談
員　

小
松
﨑
正
衛
相
談
委
員

☎
０
２
９
（
８
９
６
）
０
２
８
３

小
倉
征
夫
相
談
委
員

☎
０
２
９
９
（
５
９
）
３
５
６
０

㊟�

開
設
日
以
外
は
、
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

問
政
策
秘
書
課
（
千
代
田
庁
舎
）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
［ 

１
月
～
３
月
分 

］

▼
特
に
寄
附
金
の
使
途
を
指
定
し
な
い

▼
２
件
16
万
１
千
円

　

皆
さ
ま
の
“
想
い
”
を
、
こ
れ
か
ら
の
市
の
夢

や
希
望
の
持
て
る
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
政
策
秘
書
課
（
千
代
田
庁
舎
）

税
務
署
で
の
面
接
相
談
は
事
前
予
約
制

　

納
税
者
と
の
十
分
な
相
談
時
間
を
も
っ
て

対
応
し
て
い
る
た
め
、「
事
前
予
約
制
」
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
土
浦
税
務
署
☎
０
２
９
（
８
２
２
）
１
１
０
０

平
成
26
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
市
・
県
民
税
の
改
正

　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
防
災
・
減
災

事
業
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
税
の

臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
平
成

26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
10
年
間
、

市
民
税
と
県
民
税
の
税
率
が
そ
れ
ぞ
れ
５
百

円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、「
森
林
環
境

湖
沼
税
」
は
、
平
成
29
年
度
ま
で
県
民
税
に
千

円
加
算
さ
れ
ま
す
。

問
税
務
課
（
千
代
田
庁
舎
）

東
日
本
大
震
災
の
各
種
支
援
制
度
の
延
長

❶�

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
申
請
期
間

　

▼
平
成
27
年
４
月
10
日

❷�

住
宅
等
災
害
復
旧
資
金
利
子
補
給
制
度
の

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
期
限

　

▼
平
成
27
年
３
月
31
日

住
ま
い
の
復
興
給
付
金
制
度

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
が
生
じ
た
住

宅
の
被
災
時
の
所
有
者
が
、
引
き
上
げ
後
の

消
費
税
率
が
適
用
さ
れ
る
時
期
に
、
新
た
に

住
宅
の
建
築
や
購
入
、
被
災
住
宅
を
補
修
し
、

そ
の
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
場
合
に
給
付
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
対
象

ま
す
ま
す
元
気
教
室
［ 

要
予
約 

］

　

65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
“
さ
ら
に
元
気
”

な
日
常
生
活
を
送
る
た
め
の
健
康
教
室
で
す
。

日
時　

�

６
月
５
日
木
～
７
月
10
日
木

毎
週
木
午
前
９
時
半
～

場
所　

あ
じ
さ
い
館

内
容　

�

ボ
ー
ル
や
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を
使
っ
た
体

操
や
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
講
話

㊟
予
約
は
５
月
７
日
水
～
21
日
水
（
先
着
20
人
）

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
（
８
９
８
）
２
３
１
２

や
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
住
ま
い
の
復
興
給
付
金
事
務
局

☎
０
５
７
０
（
２
０
０
）
２
４
６
［
有
料
］

電
話
番
号　

☎
０
２
９
（
２
２
８
）
０
６
０
０

問
茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

☎
０
２
９
（
２
２
８
）
０
６
０
０

［ 就職面接会 ］

日時 ▼ 5 月 30 日金 13:00 ～ 15:30

場所 ▼あじさい館

対象 ▼�平成27年3月大学・短大・専門

学校卒業予定者や既卒者（卒業

後3年以内）、一般求職者で市や

近隣市内の企業への就職希望者

㊟�既卒者と一般求職者はハローワーク

へ事前登録が必要です。

問 観光商工課（霞ヶ浦庁舎）

【 風しん予防接種費用の助成 】

未来の赤ちゃんを

守りましょう

妊娠初期の女性が風しんに感染す

ると、体内の赤ちゃんに「先天性風し

ん症候群」が起こる場合があります。

未来の赤ちゃんのために、しっかり

と予防接種を行い、風しんの予防・

感染拡大の防止を心がけましょう。

対象 ▼�平成７年４月１日以前に生

まれた方で、接種回数が２

回未満で❶妊婦や妊娠を

予定・希望されている方

❷❶の配偶者や準ずる方

㊟�接種日に市に住民登録のある方

助成額 ▼接種費用の２分の１

（上限 5,000円）

問 霞ヶ浦保健センター

☎029-898-2312

問
社
会
福
祉
課
（
千
代
田
庁
舎
）

広報誌へのご意見をお寄せください 。 メール・ハガキ・電話などいずれの方法でも結構です 。 広報かすみがうらは、 市 HPで掲載しているほか、市内の公共施設やコンビニ、金融機関などにも設置しています（一部のコンビニを除く）



Ｗ ill make the bright future

ス
ポ
ー
ツ
と
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
に
集
合
！

かすみがうらスポーツ＆レクリエーション祭

Ｓport & recreation festival 2014

霞
ヶ
浦
の
ヨ
シ
帯
の
保
全
活
動

かすみがうら 16かすみがうら

Ｐ

子 
どもから高齢者、家族が気軽にスポー

ツに触れ合うことができるスポーツ＆レ

クリエーションイベントです。遊びにきてね！

日時 ▼5月18日日 9:00 ～ 15:00

▼雨天時は 25日日に延長

場所 ▼第１常陸野公園

問 生涯学習課 ☎ 029-897-0511

霞ヶ浦の水質浄化

Kasumigaura Information News＆▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎 ☎ 029-897-1111

☆☆☆有料広告を募集中／情報広報課広報係（霞ヶ浦庁舎）☆☆☆17

reservation activities

作
ろ
う
よ
。
明
る
い
未
来

市長選・市議補選立候補予定者説明会

防
災
対
策
は
日
ご
ろ
の
備
え
か
ら
！

Ｄ

「防災ハンドブック」を配布

isaster prevention handbook 

霞 

ヶ
浦
の
ヨ
シ
帯
は
、
鳥

類
や
湿
地
の
植
物
が
生

育
す
る
場
だ
け
で
は
な
く
、
コ
イ

科
の
魚
の
産
卵
場
所
、
エ
ビ
類

の
生
息
場
所
、
水
質
資
源
の
保

護
や
培
養
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄

化
な
ど
に
大
き
く
役
立
っ
て
い

ま
す
。
３
月
初
旬
、
漁
業
者
を

中
心
と
し
た
組
織
が
、
柏
崎
や

田
伏
、
加
茂
の
ヨ
シ
帯
約
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
清
掃
や
刈
り
取
り
な

ど
の
保
全
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

万 

が
一
の
災
害
へ
の
備
え
と
災
害
が

発
生
し
た
と
き
の
対
処
方
法
を

ま
と
め
た
「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
、

３
月
下
旬
に
各
戸
配
布
し
ま
し
た
。
こ

の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
家
庭
や
地
域

で
の
日
ご
ろ
の
備
え
や
地
震
・
火
災
・

風
水
害
な
ど
が
発
生
し
た
時
の
対
策
方

法
、
避
難
す
る
時
の
注
意
点
、
避
難
施
設

の
一
覧
、
市
か
ら
発
信
す
る
防
災
情
報
の
広

報
手
段
な
ど
幅
広
い
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
備
え
、
家
族
や
地
域
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
す
る
際
に
、
ぜ
ひ
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

↓水質浄化や水辺の生物を豊かに育むなどさまざま

な機能を持つヨシ帯の保全活動に取り組んでいます。

問 

総
務
課
（
千
代
田
庁
舎
）

問 

農
林
水
産
課
（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

7 
月 13 日日執行のかすみがうら市長選挙・

かすみがうら市議会議員補欠選挙（欠員 2）

の立候補予定者説明会などを開催します。 立

候補予定者やその関係者は出席してください。

［ 立候補予定者説明会 ］

日時 ▼5月27日火

［ 市長選 ］10:00［ 市議補選 ］14:00

場所 ▼防災センター（千代田庁舎）

［ 立候補届出書類事前審査 ］

期日 ▼ 6 月 26 日木
［ 市長選 ］10:00［ 市議補選 ］13:30

場所 ▼防災センター（千代田庁舎）

［ 立候補届出 ］

期日 ▼ 7 月 6日日 8:30 ～ 17:00

場所 ▼防災センター（千代田庁舎）

Ａ
Ｎ
Ｄ

Information News＆

5/12
9:30 ～ 10:00 清水公民館

10:15 ～ 10:45 逆西 11区お祭り広場

11:00 ～ 12:00 下原公民館

13:10 ～ 15:00 働く女性の家駐車場

5/13
9:30～ 10:30 下稲吉公民館

10:50 ～ 11:50 大塚団地公民館

13:00 ～ 14:00 角来公民館

5/14
9:30 ～ 9:50 小池火の見下

10:00 ～ 10:20 上佐谷農村集落センター

10:30 ～ 10:50 上佐谷小入口前火の見下

11:00 ～ 11:30 下佐谷農村集落センター

13:20 ～ 13:50 中佐谷生活改善センター

14:00 ～ 15:00 上稲吉農村集落センター

5/15
9:30 ～ 9:50 横堀農村集落センター

10:00 ～ 10:20 上志筑公民館

10:30 ～ 11:00 中志筑農村集落センター

11:10 ～ 11:30 高倉公民館

11:40 ～ 12:00 粟田公民館

13:20 ～ 13:50 下志筑公民館

14:00 ～ 14:20 幕ノ内生活改善センター

5/16
9:30 ～ 9:50 新治生活改善センター

10:00 ～ 10:20 中郷谷農村集落センター

10:40 ～ 11:10 東野寺農村集落センター

11:20 ～ 11:50 新治小学校

13:00 ～ 13:30 市川田園都市センター

13:45 ～ 14:30 上土田観音寺

14:40 ～ 15:10 千代田庁舎

5/19
9:30 ～ 10:30 旧JA下大津支店倉庫前

10:45 ～ 11:45 牛渡地区公民館

13:00 ～ 13:30 房中農協集荷所

13:50 ～ 14:30 坂有河集落センター

5/20
9:30 ～ 10:00 根本前原公民館

10:10 ～ 11:00 環境改善センター駐車場

11:15 ～ 11:50 岩坪集落センター

13:00 ～ 13:45 旧 JA安飾支店倉庫前

14:00 ～ 14:30 柏崎コミュニティセンター

5/21
9:30 ～ 10:10 霞ヶ浦庁舎

10:20 ～ 11:00 霞ヶ浦保健センター

11:15 ～ 11:45 深谷公民館

13:00 ～ 13:50 志士庫第二公民館

14:00 ～ 14:45 志士庫第一公民館

5/22
9:30 ～ 10:10 鹿ノ山公民館

10:30 ～ 11:30 新生集落ふるさとコミュニティセンター

13:00 ～ 14:00 霞ヶ浦保健センター

↓ストラックアウトやグラウンドゴルフ、スポーツ吹き

矢など家族で楽しめるスポーツを体験してください。

問 選挙管理委員会（総務課・千代田庁舎）

1新規登録料	 ▼ 2,000 円

すでに登録済みの場合は不要

2予防接種料	 ▼ 3,000 円

3注射済票交付手数料

	 ▼ 400円

▼ �登録済みの方には、ハガキ

が届きますので、当日会場に

持参ください。

▼ �会場では、犬のケンカや咬傷

事故などの危険が高まります

ので、ご注意ください。

▼ �都合の悪い方は、かかりつけ

の動物病院で受けることもで

きます。

問 環境保全課（霞ヶ浦庁舎）

千代田地区 霞ヶ浦地区

飼愛情

1本

犬予

登防

録注

＆射

火

月

水

木

金

火

月

水

木

飼い主
の皆

さんへ

狂犬病は、
犬の病

気だけど
、

人にもう
つるん

だって

犬だけじ
ゃなく

て人の命
も守る

大切な話
だよ



◦

かすみがうら市の人口

◉ 人 口	 43,780 人	 [前月比－ 53人 ]

◉ 男 性		  22,242 人	 [前月比－ 12人 ]

◉ 女 性		  21,538人	 [前月比－ 41人 ]

◉ 世 帯		  16,723世帯	 [前月比+29世帯]

▼ H26.4.1 現在（住民基本台帳人口）

P opulation

　 保健カレンダー
5 月 1日木から 31日土までの健康カレンダー

忘れないで、

受けまし
ょう

。

Please participate

　　5月☆みんなであそぼう
遊びに来てね！

Kasumigaura sport culture 

かすみがうら19 18かすみがうら

5 月各種相談日

◦ 5月 8日木 .22 日木 .29日木にこにこ教室【要予約】

［ 場所 ］ 千代田保健センター　［ 受付 ］10:00

◦ 5 月 9日金育児相談（乳幼児）【要予約】

［ 場所 ］ 千代田保健センター　［ 受付 ］ 9:30

◦ 5 月 9日金きらきら輝くための健康相談【要予約】

［ 場所 ］ 千代田保健センター　［ 受付 ］13:00

◦ 5 月 12 日月こころの相談【要予約】

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］13:30

◦ 5 月 14 日水 4カ月児健診（H26.1 月生）

［ 場所 ］ 千代田保健センター　［ 受付 ］13:00

◦ 5 月 20 日火 3 歳児健診（H23.1 月生）

［ 場所 ］ 千代田保健センター　［ 受付 ］13:00

◦ 5 月 21 日水 1 歳 6カ月児健診（H24.10 月生）

［ 場所 ］ 千代田保健センター　［ 受付 ］13:00

◦ 5 月 27 日火めだか教室（H25.4.5 月生）

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］13:00

◦ 5 月 28日水家族一緒のマタニティ教室①【要予約】

［ 場所 ］ 千代田保健センター　［ 受付 ］ 9:30

◦ 消費生活相談 問 観光商工課（霞ヶ浦庁舎）

［ 場所 ］平日月火木金 ▼霞ヶ浦庁舎

平日水金　　 ▼勤労青少年ホーム

［ 時間 ］9:00～ 12:00／ 13:00～ 16:00

◦ 法律相談 【要予約】 問 社会福祉課（千代田庁舎）

▼同じ方からの同一内容の相談は年度内１回限り

　［ 予約受付日 ］5月 1日（木）8:30～

5月 8日（木）13:00働く女性の家

22日（木）13:00あじさい館

◦ 心配ごと相談 問 社会福祉協議会 ☎ 029-898-2527

5月 14日（水）13:30働く女性の家

28日（水）13:30あじさい館

◦ 子育て相談 【要予約】 問 やまゆり館

［ 予約受付日 ］5月 1日（木）9:00～

5月 8日（木）・22日（木）9:00／ 14:00やまゆり館

◦ 農地相談 【要予約】 問 農業委員会（霞ヶ浦庁舎）

5月 26日（月）9:00霞ヶ浦庁舎

【5月】参加費 ▼各日 200 円／中学生以下100 円

▼ �施設休館日は、クラブもお休みです

◦ なかよしスポーツクラブ 問 大和 ☎ 090-2417-8502

◉スポーツ広場 ▼毎週日 9:30 Ｂ＆Ｇ◉テニス ▼毎週

日 9:00・毎週金 19:00 第 1常陸野◉ピンポン ▼毎週

土 12:30・毎週木 19:00・毎週火 13:00B&G ◉太極拳 ▼

毎週水 19:30プルミエール2号館◉フットサル ▼毎週

日 15:00 わかぐり運動公園／毎週水金 19:00B&G ◉よ

さこいソーラン ▼毎週日 10:30 Ｂ＆Ｇ◉軽音楽 ▼毎

週日 9:30B&G ◉社交ダンス ▼毎週木日 13:00千代公◉ウ

オーキング ▼ 28日水 9:30霞ヶ浦湖畔◉かけっこ ▼毎

週日 9:30B&G ◉こどもひろば ▼ 10 日土 9:00B&G ◉ユニ

カール ▼ 24 日土 13:00B&G ◉グランドゴルフ ▼毎週水
10:00第 1常陸野

◦ エンジョイスポーツクラブ 問 高田 ☎090-2420-7846

◉スポーツ吹き矢［初回 500 円］ ▼第 2.3.4木 19:30あ

じさい館◉ソフトバレーボール・卓球 ▼毎週火 20:00

体育センター◉グラウンドゴルフ ▼毎週火 9:00あじ

さい館◉弓道［要予約］ ▼第2.3.4日 13:30多目的◉ター

ゲットバードゴルフ ▼第 1.3金 9:00あじさい館

時間は、すべて10:00から。

対象・持ち物は、予約時にご確認ください。

◦ ベビースキンケア【 10 組募集／ 200 円 】

▼デリケートな赤ちゃんのスキンケアの正しい知識と実践

5月 14日水やまゆり館 ［ 予約受付日 ］4/28月～

◦ キッズヒップホップ【 15 組募集／ 200 円 】

▼リズムに合わせて体を動かし、楽しみながらダンスを体験

5月 20日火やまゆり館 ［ 予約受付日 ］5/7水～

問 やまゆり館 ☎ 029-832-5601

【 医療機関案内 】

休日や夜間に救急対応している医療機関をお探しのと

きは、お問い合わせください。オペレーターが、お近く

の医療機関（歯科を除く）を24時間体制で案内します。

［ 電話番号 ］ ☎ 029-241-4199

［ HP ］ http://www.qq.pref.ibaraki.jp

▼『茨城県救急医療情報システム』で検索

▼�二次元バーコード対応の携帯電話

であれば、㊨二次元バーコードを読

み取るだけで URLが表示されます。

【 茨城子ども救急電話相談 】

お子さんが急な病気で心配なときは、ご相談くださ

い。すぐに受診させたほうがよいのか、様子を見て

も大丈夫なのか経験豊富な看護師がお答えします。

［ 相談時間 ］ 毎日の夜間 18:30～ 23:30

▼日㊗、12/29～ 1/3は 9:00～ 17:00

［ 電話番号 ］ ☎ 029-254-9900

救急医療情報mergency careE

◦ 読み聞かせ会・お話会 問 図書館 ☎ 029-897-0647

［ 読み聞かせ会 ］5月 8日（木）15:00新治児童館／19日（木）

16:00 大塚児童館［ お話会 ］ 10 日（土） 14:00 あじさい館

◦ おもちゃ図書館 問 社会福祉協議会 ☎029-898-2527

毎週（木）9:30やまゆり館

◦ 雪入ふれあいの里公園教室【要予約】 ☎0299-59-7000

5月 3日（土）雪入探検隊Jr.／ 4日（日）バードサロン／ 10

日（土）植物学／ 17日（土）ヤマツツジウオーク／ 24日（土）

植物学／ 25日（土）雪入探検隊／ 31日（土）バードサロン

▼参加費や時間などは予約時にご確認ください。

◦ ウオーキング【要予約】霞ヶ浦保健センター☎029-898-2312

5月 15日（木）9:30歩崎公園［集合］から約 4km

Kasumigaura Information Calendar＆

☆☆☆有料広告を募集中 /情報広報課広報係（霞ヶ浦庁舎）☆☆☆

問 霞ヶ浦保健センター ☎ 029-898-2312

『心のバランス』を整えよう！
春は、新しい職場や仲間、引越など「変化」

の多い季節。新しい環境などで変化に

順応することができず、体と心にス

トレスを与えてしまい、心のバラ

ンスが乱れがちになります。過剰

なストレスは心身の健康に悪影

響を及ぼすので、注意が必要です。

❶生活のリズムを整える

❷栄養バランスのよい食事をとる

❸のんびりした時間と休養をとる

▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎 ☎ 029-897-1111

5 月の納期限Tax payment

税は福祉や教育、まちづくりなど暮らしを支える大切

な財源です。納期限内納税にご協力をお願いします。

◉ 軽自動車税 ▼	6 月 2日月が納期限です。

有料広告欄 有料広告欄 有料広告欄



楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。情報広報課広報係（霞ヶ浦庁舎）
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文
芸
ひ
ろ
ば
詠
歌
の
紹
介

市民学芸員の会は、「市民学芸

員養成講座」の受講者らが、郷

土資料館を拠点に、市の歴史

を学習し、魅力を引き出し、発展

に寄与することを目的として2年

前に発足しました。この2年間

の活動には、稲吉宿周辺の案内

看板の設置やパンフレットの作

成、風返し古墳群の整備、雪入

山系の古道の案内などがありまし

た。市は、素晴しい文化的資源

が数多く残っています。平成26

年度は、郷土資料館で講師とし

て、今まで学んできたことや市の

歴史・文化などを紹介する予定

になっていますので、「マナビィか

すみがうら」をご覧になり、受講し

ていただけたら、うれしく思います。

［深井征一郎］

》 市民学芸員雑記帳
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》 写真で振り返る合併 10 年
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「かすみがうら市」誕生の日の平成

17年3月28日、千代田庁舎、霞ヶ

浦庁舎それぞれで催された開庁

式。郡司豊廣市長職務執行者・

鈴木三男前千代田町長・市議会

議員（いずれも当時）などにより除幕

式やテープカットが行われました。

▼創刊号より抜粋

千代田庁舎開庁式での

テープカット

My Town Topics

今月のスマイル

春 親子ふれあいハイキング

を感じながらハイキング

ま
ちのわだい

晴 市内13小学校で卒業式

れやかな門出

別 市立4保育所で修了式

れと出会いの新しい季節

　3月 1日、「親子ふれあいハイキング」が行われ、親

子 30組 96人が参加しました。ハイキングは、のど

かな田園地帯を自分の足で歩き、農園で旬のイチゴ狩

りを楽しみながら、親子のふれあいや友だちの輪を広

げることの出来た一日となりました。参加者は「お父さ

ん、お母さんと楽しく歩けました」と話してくれました。

　3月 26日、市立保育所で修了式が行われ、園児た

ちが楽しい思い出いっぱいの保育所から巣立ちまし

た。わかぐり保育所では、園児32人が修了式にのぞ

み、先生から名前を呼ばれた園児らは、元気よく返

事をして所長先生から修了証書を受け取った後、希

望に満ちた顔で小学校での目標や夢を発表しました。

　3月 19日、市内13小学校で卒

業式が行われ、 計416人の児童

が慣れ親しんだ学び舎から旅立ち

ました。志士庫小学校（押野豊光

校長・児童数70人）では、卒業生

13人一人ひとりに校長先生から

卒業証書が手渡され、「夢や希望

を持ち続けてください」「心の顔を

磨いてください」「友達を大切に

してください」と門出を迎えた卒業

生らに３つの言葉が贈られました。

扌「おいしい」「あま～い」と参加した子どもたちは大喜び

➡小学校へ行っても友だちたくさん作って頑張ります

➡真新しい中学校の制服姿に身を包んだ卒業生たちが卒業証書を受け取りました
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北中学校
　▶創立　昭和３３年

～ありがとう　僕たち私たちの学び舎～

母校に感謝の別れ

　3月29日、4月に統合し霞ヶ浦中学校となった北中学校と南中学校でそれぞれ閉校式が行われました。北中学校は

創設から55年で 6,441人、南中学校は創設から54年で 8,120人の卒業生を送り出しました。

　各中学校で在校生や卒業生、地域の皆さんなど、計770人が集まり思い出が詰まった学び舎との別れを惜しみました。

式典では、思い出を振り返るスライドショーの上映などが行われ、両校とも校長による校旗返納で、その歴史に幕を

閉じました。

南中学校
　▶創立　昭和３４年

一緒に過ごした楽しい時間
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人生の中でも貴重な時間

記憶の中に刻まれている懐かしい時間



　情報システムにおいては、クラウドサービスの急速な普及・利用が進んでおり、同サービスは、

導入・運用コストの削減や開発期間の短縮、災害時の業務継続など行政サービスの向上が期待

できることから、基幹系システムを茨城県内で初めて共同利用するクラウドサービスに移行する

ことになりました。

問情報広報課（霞ヶ浦庁舎）

クラウドを導入

茨城県内で

初めての共同利用構築

　基幹系システムのクラウド導入は、

県主導のもと平成 24年 5月に「自治体

クラウド・共同アウトソーシング推進

部会」を設置し、クラウド導入につい

て具体的な検討を開始しました。

　この成果に基づき平成 25年 2月か

ら、更新時期の近い3市 1町が共同化

に向けた準備会合を積み重ね、共同へ

の取り組みを開始し、同年 4月には「い

ばらき自治体クラウド基幹業務運営協

議会」の協定締結に至りました。また、

協定締結と並行し調達手続きの準備作

業を行い、7月には事業者を決定、8

月から移行作業を開始し、現在、今年

の10月から稼働するための準備を進

めています。

かすみがうら市

４市町が共同で利用

基幹系システム

データベース

基幹系システム

データベース

各市町が個々で所有

五霞町常陸大宮市 那珂市

データの流れ

データセンターの特徴
・耐震、免震構造

・無停電電源、非常用電源

・厳重な入退館管理

...etc

ＮＥＷ

▶導入経過と今後の予定

◆自治体クラウドとは◆

　地方公共団体が情報システムを自分たちの庁舎で保有・管

理することに代えて、外部のデータセンター（「雲（クラウド）の”

向こう側”」）において保有・管理し、通信回線を経由して利用

できるようにする取り組みです。 

自治体クラウド【イメージ図】

住民記録システムなど

自治体クラウドに移行
住民記録システムなど

自治体クラウドに移行

時　期 内　　容

平成 25年

2月

調達検討ワーキングチーム

への参加

4月 協定書締結・協議会設立

7月 事業者選定

8月 移行作業開始

平成 26年

10月
稼働予定

Local government cloud computing

発行日／平成 26年 4月 20日　 発行／かすみがうら市　編集／情報広報課（霞ヶ浦庁舎）
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